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側々吻合施行し，治癒せしめた。 
51. 謄臓結石の 1治験例
新井病院新井洋太郎
患者は 29才の男子，主訴は上腹部広痛。約 10年
前より発作性の腹痛及び腰痛あり，軽度の吐血をみ
た事もあった。昭和 35年9月 X線検査にて胃及び
胆嚢に著変なく梓頭部に一致して石灰化した結石様
陰影像を認め梓臓結石の診断のもとに開腹した。醇
臓尾部は硬化性醇炎の像がみられ，頭部は比較的軟
く縦切開した処高度に拡張した醇管内に充満した結
石を認めた。剥離困難の為， 醇管とー塊lとして摘
出，梓被膜を結節縫合し腹腔内lとドレインを挿入し
て術を終った。結石は灰白色，凹凸不平にて小指頭
大より小豆大lζ至るもの 6ヶである。
術後経過良はして 1カ月にて退院，術前の腹痛腰
痛は著明に軽減し良好な結果が得られた。
文献上梓臓結石は剖見時に多く発見され，手術的
に摘出された症例は本邦K於て現在迄8例である。 
52. 術前診断のついた胆道内掴虫迷入症の 3191
銚子市加瀬外科病院加瀬貞治
演者は 1960年9月より 11月の 3月聞に胆道内畑
虫迷入症の 3例にピリグラフインを使用して胆道胆
嚢造影を行ひ術前之を確認し得た次の各症例のフィ 
jレムを供覧報告した。
第 1例山Oとo 49才♀漁業
約 3週間前激烈な右惇肋部痛をもって発症，他例
同様黄症はなかった。 X線像では胆嚢の拡大と拡張
せる胆道内にかすかに虫体の一部を認めた。手術に
より死んだ蜘虫を刻出す。
第2例床O勝o 27才♀農業
造影3日前発症。第 1例同様の像で極めて明瞭に
胆道内に虫体を認め前例同様手術により刻出した。
畑虫は生存していた。
第 3例粕O 実 27才合教員
造影4日前発症。前記同様明瞭lζ虫体を造影し
?こ。疹痛をおさへつつ繰返し駆虫を行い 3適応て全
治後の線再検査にて全く正常な胆嚢癌道像を確認し
得?こ。
追加 (52)熱海胃腸病院
吉田 充，。阿比留博之，小林 繁
福田俊夫，依田勇二，中林靖明 
最近当病院にて 56才の女子で心宮部痛及び右肩
こりを主訴として来院せる患者K，レ線検査を施行
臥位にて精査した所胆道内へ太いバリウムの逆流を
認め， しかもそのレ線写真で逆流するバリウムの中
に明らかに嗣虫の存在を認め，之を手術的l乙根治せ
しめた症例を経験しているので追加する。 
53. 下都賀病院に於ける最近 2年間の胃癌手術
の経験
下都賀病院。池田佐嘉衛，御子柴幸男
最近2年聞に，我々の経験せる，胃疾患手術例は 
92例で，その内 47例 51%が，胃癌であり 38例 41
%が胃十二指腸潰療である。
胃癌手術中胃切除は 22例で， 各種合併切除を含
めると 34例 72% Iζ根治術を行いました。之等胃癌
手術患者の l年以上の生存率は， 胃切除では， 13 
例中 6例 46%，合併切除を含めますと， 18例中 8例 
44%であります。
組織像と生存例との関係は，単純癌は，すべて 1
年以内死亡，腺癌，円柱上皮癌lζ生存例が多い。術
後の深部治療や，抗癌性，抗生物質による治療には
未だ過大な評価は，出来ず，当然の事ではあるが，
早期癌の早期治術こそ，肝要であります。 
54. 大動脈摺手術症例

札幌医大胸部外科田代豊 

私が中山外科から札幌医大胸部外科・へ参りまして
から 1年 8ヵ月 K手術しました大動脈癌は，上行大
動脈癌2例，いづれも嚢状上行大動脈癌で側壁縫合
術をおこない術後 1年8ヵ月， 1年6ヵ月，いづれ
も健康であります。次に弓部大動脈癌は私の考察し
た Bypass法で低体温併用全刻， 代用血管移植に
成功しました。
下行大動脈癌は 3例でいづれも低体温で手術，代
用血管移植2例死亡。
腹部大動脈癌は 3例で1例は破裂が 10時間後，
第 2例は胃癌のうたがいで開腹して発見，第3例は
穿孔性胃潰療があり大動脈癌切除と同時に胃切除も
行い術後経過良好であります。大動脈癌切除症例9
例について述べた。
5. 主として腹部手術に対し我々の行っている
麻酔(開業医の立場から〉
興津町望月外科。望月宜之
清水市信国外科信国英
清水厚生病院鈴木太郎
最近大病院に於いては腹部手術応対しても全麻を
多く使用するようであるが，我々開業医では種々の
